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と言っている。母親という概念は，単独では成り立

たない。つまり子どもと一緒が前提です。子どもは

母親がいると，だんだん母親を離れられるようにな

る。つまり 1人になれる。1人で小学校に行き、1

人で外国に行けるようになる。具体的に一緒という

体験を繰り返すうちに母親が内在化する。そして、

内在化した人と一緒にいるから 1人になることがで

きる。

家族は　いま？  どこへ…
　現代の家族問題の大きな根っこは、産みの母がど

うしたら受け止め手の母になれるかだと考えていま

す。母親が胎児や生まれたばかりの乳児にのめり込

むことができることを母性的没頭といいます。

この母性的没頭を支える役割は夫が担う。母親が子

どもにとことん没頭していくという事態を、夫が

しっかりと支えることができるならば、母親は心お

きなくわが子と１つになれる。つまり自分の中の母

性を存分に開いていくことができる。夫は妻と子ど

ものこの状態をサポートする。このプロセスが父親

になるという最初のプロセスです。

　実情はどうか？妻をサポートするどころか、子ど

もに妻をとられた、俺を一番大事にしてくれない、

と不満をいう夫が出てきた。夫がなかなか父親にな

れない。そうした場合は、母性的没頭が不可能になっ

てしまう。他にも要因がある。経済的な事情や家族

関係、舅姑の関係で苦しんで子どものことを考えら

れなくなる。そうした場合も大事な胎児期間、乳児

期のしばらくの間の没頭という状況を作れないとい

うことが起こります。

人との関わり方が分からないと
　受け止められ体験を通して、子どもは受け止め手

を特別なだれかと感じるようになる。一番根っこの

子どもの受け止められ体験は母性的没頭です。それ

が得られたならば、お母さんは子どもとの関係に愛

情以外のものを第一義として持ち込むことはしない

だろう。子どもも大変豊かなものを母親、父親から

もらうことができます。

逆に受け止められ体験を持てなかった場合には、内

側に対人関係の原型が入らない。他者の原型である

お母さんが入らない。その次の原型であるお父さん

が入らない。そのために内部に特別な人が空白なの

です。だから人との関わり方が分からない。

　このような特別なだれかが欠如しているとどんな

行動になるかというと「だれでもいい」となります。

こうして立て直し不能な内的秩序の崩壊が始まって

いく。僕は彼の事件へ向かう内側を了解しました。

無差別殺傷の事件を起こしたほとんどの人が、終

わった後に「だれでもよかった」と言っている。JR

常磐線荒川沖駅で無差別殺傷をおこした青年もだれ

でもよかった。岡山駅で男性を押して線路に落とし

た 18歳の青年も、だれでもよかったと言っている。

「だれでもいい」という言葉はどこへ戻って考えな

ければいけないか。受け止め手としての特別なだれか

の不在へ行き着くような気がして仕方がありません。

　２年前、ある中学校が１年生 300人に、親に対す

る注文を書くアンケートをしました。その結果は想

像を超えていました。200人が親に対して激しい怒

りを持っていたのです。子どもたちの不満の最大の

ものは「人と比較しないでくれ」「成績で私の価値

を決めないで」この２つです。

　親御さんの返事の30％強は、不満を言う子どもに

対し強い反発を返しました。だから、30%の家庭が

内戦状態にあると想定したくなります。このような

ことも、無差別殺傷事件の背景の一つとして考えて

おく必要があると思います。

平成 20年 9月 23 日（火・祝）　於：クラッセ川越
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 第 20期生

相談員募集
電話相談を受けるボランティアを募集します

募集人員　　約40人

対　　象　　25歳～ 62歳

募集期間　　2008年 12月１日～2009年２月９日

募集要項　　11月下旬から配布

募集説明会　（３回とも13:30～ 15：00）

12月７日(日)	川越福祉センター　

12月13日(土)	アクシス春日部　

12月20日(土)	大宮ソニックシティ（602号室）

■募集要項請求・問合せ

		埼玉いのちの電話事務局048-645-4322
http://www.sainet.or.jp/~sai-id

あ ゆ み
ひとりで悩まないで、こころの苦しみを、お話ください。

自殺予防　いのちの電話

０１２０－７３８－５
コ

５
コ
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毎月 10日（フリーダイヤル）
8:00～翌日 8:00（24時間・無料です）

2008年	 	

９月	 ６日	 19期生講義「精神障害」

	 10日	 フリーダイヤル実施

	 16日	 こどもライン研修

	 18日	 浦和東ロータリークラブ出席

	 19日	 公開講演会実行委員会 (川越）

	 20日	 チャリティコンサート実行委員会

	 23日	 公開講演会　講師芹沢俊介氏(クラッセ川越）

	 29日	 理論講座「依存症　実践編」

10月	４日	 チャリティ映画会実行委員会

	 ６日	 後援会理事会 (埼玉会館）

	 10日	 フリーダイヤル実施

	 11日	 19期生講義「自殺」

	 16～ 18日	 相談員全国研修会京都大会

	 19日	 フリーマーケット (大宮ﾔｽｷﾖ通り）

	 25日	 チャリティコンサート実行委員会

	 28日	 こどもライン研修

11月	８・９日	 フリーマーケット（さいたま市中央区役所）

	 ９日	 相談員認定式・10年継続感謝式

	 10日	 フリーダイヤル実施

	 15日	 19期生講義 ｢性について」

	 22日	 チャリティコンサート実行委員会

	 22～ 24日	 19期生合宿・エンカウンターグループ（嵐山）

	 29日	 チャリティ映画会実行委員会

　自殺を個人だけの問題と捉えず、私達社会

の問題と捉えることが必要です。自殺は終わ

りではなく、深い悲しみと辛さの始まりであ

り、支え合う集まりが大きな生きる力になっ

ていることを知りました。（Ｗ）

編
集
後
記

「サン・ジャックへの道」フランス映画

～人生って捨てたものじゃない～

フランスからスペインへ 1500 キロ、　世界遺産
サンティアゴ・デ・コンポステーラへ向かう心の旅。
それぞれの事情を背負った 9 人の男女が織り成す
感動と再生のドラマです。

　日　時： 2009年３月 14日 (土 )
　　　　　 10：30～ / 14：00～

　会　場： 大宮ソニック小ホール

　協力券： 1000円

今、社会では様々な問題が起き、いろいろな困

難や心の危機に直面しながら、誰にも相談でき

ずに苦しみ悩んでいる人たちがいます。そのよ

うな人たちと電話を通して対話をすることで、

生きる勇気を持って危機を乗り越えてほしいと

願うボランティア活動です。

 チャリティ映画会


